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　たくさんの思い出が詰まった学び舎と苦楽をと
もにした仲間たちに別れを告げる卒業式。勉学に
勤しみ、友情をあたためた時間はかけがえのない
宝物であろう。
　新たな門出を迎えられ、それぞれの道へと進む
卒業生の皆さん「卒業おめでとう」
　夢と希望に満ちた大空へ、大きく羽ばたかんと
する若人に幸あれ。
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地
域
全
体
の
価
値
向
上
を
目
指
す

　

ス
イ
ス
・
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に

は
、「
ブ
ル
ガ
ー
ゲ
マ
イ
ン
ゲ
」

と
い
う
名
の
日
本
に
は
な
い
住
民

地
域
経
営
組
織
が
あ
り
ま
す
。
ス

イ
ス
の
山
岳
地
域
に
生
ま
れ
育
っ

た
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
雇
用

を
創
出
し
、
地
域
と
し
て
の
収
益

性
を
あ
げ
る
目
的
で
創
っ
た
組
織

で
す
。
地
域
内
で
ホ
テ
ル
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
経
営

し
、
出
資
や
投
資
も
行
い
な
が
ら

観
光
振
興
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
者
が
地
域
内
で
住
み
分

け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
経
営
を
す
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
で
盛
り
上
が

ら
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

業
者
で
競
合
関
係
に
あ
っ
た
と

し
て
も
、
地
域
全
体
の
利
潤
を
高

め
な
い
と
地
域
全
体
の
ビ
ジ
ネ
ス

も
潤
わ
な
い
こ
と
が
よ
く
理
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

五
戸
町
内
の
事
業
者
に
お
い
て

も
同
業
他
社
同
士
に
よ
る
足
の

引
っ
張
り
合
い
を
避
け
、
競
合
関

係
に
あ
っ
て
も
互
い
に
良
い
商
品

づ
く
り
、
良
い
サ
ー
ビ
ス
で
競
い

合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

地
元
で
買
う
、
地
元
を
使
う

　

地
域
が
元
気
で
潤
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
飲
食
店
、
商
店
の
店
舗

を
始
め
、
住
民
に
お
い
て
も
「
地

元
で
買
う
・
地
元
を
使
う
」
の
思

想
が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
少

コ
ス
ト
が
高
く
つ
い
た
と
し
て

も
、
地
域
内
で
お
金
を
使
っ
て
回

し
て
活
発
に
し
た
方
が
、
結
局
は

地
元
の
た
め
に
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
質
が
悪
い
も
の
を
扱
う
と
厳

し
く
指
摘
さ
れ
ま
す
か
ら
経
営
努

力
を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
目
先
の
価
格
競
争
に
気

を
取
ら
れ
、
１
円
で
も
安
い
業
者

か
ら
食
材
・
資
材
を
購
入
し
よ
う

と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
業
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
利
己
的
な
経
営
を
続
け
て
い

た
と
し
て
も
、
地
元
の
生
産
者
や

業
者
、
商
店
が
倒
れ
て
し
ま
え

ば
、
結
局
は
地
域
の
活
力
そ
の
も

の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
住
民
主
体
、
行
政
参
加
」
の

組
織
に
一
本
化

　

地
域
内
の
連
携
を
図
り
、
自
主

的
な
活
動
を
す
る
た
め
の
組
織
と

し
て
、
北
海
道
弟て
し
か
が

子
屈
町
の
え
こ

山田　桂一郎

五戸町地域活性化アドバイザー

　2005 年に観光カリスマ（内閣府・

国土交通省（観光庁）・農林水産省 認

定）：「世界のトップレベルの観光ノウ

ハウを各地に広めるカリスマ」として、

これまでのヨーロッパを中心とした環

境保全（環境保全活動プログラム、環

境教育、環境アセスメント等。海外在

住者として初めて日本の環境省に登録

された環境カウンセラーでもある ) と

世界各地における滞在プログラム・ツ

アーの実施と観光・集客交流の事業化、

マーケティングの経験を活かし、観光・

地域振興 ( まちおこし・自立型地域経

営、サービス向上、人材育成や中心市

街地・商店街活性化等 ) に関する講演

やセミナーの講師として全国各地から

招へいされている。

　また、日本国内でも地域振興・再生

のコンサルタントとして様々な事業化

（特に地域経営マネージメントの組織

化）を進め、多方面で積極的に活動を

展開し、多くの実質的な成果と結果を

残す。民間企業やＮＰＯ法人の他にも

多くの省庁や地方自治体の委員、プロ

デューサー、コーディネーター、アド

バイザーを務め、大学や高等教育機関

でも教鞭をとっている。

　近年は観光庁「訪日観光セミナー」

講師、ミシュラン・グリーンガイドの

取材コーディネイトも行う。2011 年

には週刊日経ビジネス誌において「次

代を創る１００人」の一人として選出

された。

ま
ち
推
進
協
議
会
を
参
考
に
五
戸

町
は
平
成
29
年
度
に
視
察
研
修
を

行
う
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
取
り

組
み
や
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
部
会

を
設
け
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ

る
住
民
の
方
々
と
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
仕
組
み
を
つ
く
り
、
行
政

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
っ
て
い
く
、

理
想
的
な
地
域
経
営
を
目
指
し
て

行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
五

戸
町
の
若
い
世
代
が
五
戸
町
の
真

の
豊
か
さ
に
気
付
き
活
動
し
て

行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

これからの五戸町に必要なこと
～五戸町地域活性化アドバイザー山田桂一郎氏より～

－特集－
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地
域
が
自
立
す
る
た
め
の
、
最
終

目
的
（
ゴ
ー
ル
）
は
な
ん
で
す
か
？

　

町
民
が
同
じ
方
向
を
目
指
す
た

め
に
ど
こ
を
目
指
す
の
か
、
最
低

限
何
が
大
事
か
と
言
う
と
、
自
立

と
持
続
で
す
。
ま
た
、
地
域
振
興

に
お
い
て
最
低
限
頭
に
い
れ
て
お

い
て
欲
し
い
の
は
、「
住
民
が
幸

せ
に
な
り
、
ま
ち
が
豊
に
な
る
」

を
考
え
地
域
全
体
の
最
適
化
を
目

指
す
こ
と
で
す
。

　

景
気
の
基
本
は
内
需
活
性
！
地

域
内
の
キ（※
１
）ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
一
人
で
も

多
く
町
に
来
て
も
ら
う
こ
と
よ

り
、
１
円
で
も
多
く
お
金
を
使
っ

て
頂
く
こ
と
が
大
事
で
、
外
貨
獲

得
で
稼
い
だ
お
金
を
町
内
で
加
速

度
的
に
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

　

大
事
な
の
は
働
い
て
、
稼
い

で
、
出
来
る
だ
け
町
内
で
お
金

使
っ
て
、
税
金
納
め
て
、
そ
こ
で

ず
っ
と
暮
ら
し
て
生
み
育
て
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
が
地
域
活
性
化
な

の
で
す
。
地
域
資
源
を
活
用
し
外

貨
を
獲
得
す
る
。
そ
の
お
金
を
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
回
す
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
経
済
が
安
定
し
て

く
る
し
雇
用
を
維
持
で
き
ま
す
。 

経
営
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
ら

店
を
廃
業
す
る
の
で
は
な
く
、
所

有
者
が
居
て
も
ら
っ
て
も
い
い
か

ら
経
営
は
若
い
人
に
任
せ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
軌
道
に
の
っ

た
ら
雇
用
者
を
も
う
１
人
…
２
人

…
と
雇
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
人
が
定
住
し
て
く
れ

れ
ば
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
可
能
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
地（※
２
）産
地
消
型
で
は

な
く
、
地（※
３
）消
地
産
型
に
す
る
こ
と

で
す
。

　

講
演
会
中
の
五
戸
町
総
生
産
額

か
ら
み
た
デ
ー
タ
分
析
内
容
及
び

人
口
動
態
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
興
味
の
あ
る
方
で
も
っ
と
詳

し
く
講
演
の
内
容
を
知
り
た
い
方

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
中
で

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
一
言
…
と
い
う
こ
と

で
、
地
域
振
興
推
進
の
最
重
要
ポ

イ
ン
ト
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
廃
絶
！

（
Ｎ
ｏ　

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ　

Ｔ
ａ

ｌ
ｋ　

Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
）

「
言
う
だ
け
で
行
動
し
な
い
」
を

廃
絶
！
「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
、
百
見
は
一
行
に
如
か
ず
！
」

「
知
識
」
を
持
っ
て
「
行
動
」
し

な
け
れ
ば
「
価
値
」
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一

緒
に
行
動
し
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
振
興
の
鍵
は
地
域
経
営
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
町
全
体
を
一
つ
の
組
織
に
見
立
て
経
営
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
五
戸
町
の
地
域
資
源
を
活
か
し
町
全
体
の
経
済
振
興
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
例
）
宿
泊
事
業
者
が
１
万
円
プ
ラ
ン

商
品
を
販
売
し
た
と
想
定
。
食
材
費

と
し
て
５
千
円
分
を
町
内
の
業
者
か

ら
仕
入
れ
る
こ
と
で
、
経
済
効
果
は

１
万
５
千
円
に
。
さ
ら
に
町
内
の
業

者
が
そ
の
半
分
の
２
千
５
百
円
分
を
地

元
農
家
か
ら
仕
入
れ
る
こ
と
で
、
経
済

効
果
は
１
万
７
千
５
百
円
に
な
る
。
町

内
の
事
業
者
が
連
携
を
図
る
こ
と
で
、 

経
済
効
果
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

※１

お
金
の
循
環
・
資
金
の
流
れ

※２

地
産
地
消
…
余
っ
た
野
菜
や
未
利
用
魚

を
何
と
か
活
用
す
る
「
余
剰
」「
余
り
」

に
注
目
す
る
こ
と
。

※３

地
消
地
産
…
地
元
が
ま
ず
は
消
費
し
て

地
域
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
よ
く

す
る
。
→
雇
用
、
税
収
、
消
費
が
伸
び
る
。

大
事
な
こ
と

地
域
資
源
を
活
用
し
経
営
す
る
！
～
地
域
か
ら
五
戸
町
を
再
生
さ
せ
る
処
方
箋
～

と
題
し
て
川
内
地
区
（
瑞
穂
館
）
で
講
演
会
を
開
催



広報ごのへまち・2017-03 4

主 な 出 来 事

　

平
成
28
年
度
木
村
秀
政
賞
の
受

賞
者
が
決
定
し
、
五
戸
、
川
内
、

倉
石
の
３
中
学
校
お
よ
び
五
戸
高

等
学
校
の
生
徒
計
6
人
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
・
木
村

秀
政
博
士
（
元
日
本
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機

Ｙ
Ｓ

－

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本

航
空
界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま

し
た
。
当
時
の
教
育
振
興
に
も
尽

力
し
、
そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
す
も
飛
ぶ　

飛
べ
大
空
へ
!!

藤
田
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

平成28年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

木 村 優 汰
（五戸高 3年）

新 井 山 美 友
（川内中 3年）

竹 洞 静 奈
（五戸高 3年）

若 宮 　 純
（五戸中 3年）

菊 地 大 樹
（倉石中 3年）

藤 田 俊 輔
（五戸中 3年）

　

五
戸
町
消
防
団
（
大
沢
博
団

長
）
に
よ
る
初
午
行
事
が
３
月
５

日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
、
倉
石
石
沢
雨
原
平
地
区

で
行
わ
れ
た
火
災
防
御
訓
練
で

は
、
団
員
ら
が
機
敏
な
動
作
で

次
々
と
ホ
ー
ス
を
連
結
し
、
消
防

車
両
に
よ
る
遠
距
離
中
継
送
水
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
心
街
で
は
三
浦
正
名
町
長
に

よ
る
観
閲
を
受
け
、
ラ
ッ
パ
隊
に

よ
る
ド
リ
ル
行
進
、
勇
壮
な
纏ま
と
い
ふ振

り
、
消
防
車
両
31
台
と
団
員
約

４
０
０
人
に
よ
る
分
列
行
進
を
披

露
。士
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

大
沢
団
長
と
三
浦
町
長
が
訓
示
。

永
年
勤
続
退
団
者
や
功
労
者
ら
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
５
日
（
日
）、
町
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
「
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ　

Ｂ

Ａ
Ｃ
Ｋ
（
タ
ー
ン
バ
ッ
ク
）」
主

催
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が

町
立
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
参
加
し
た
の
は

切
谷
内
小
学
校
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

バ
ン
ド
、
倉
石
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
、
五
戸
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
部
、
そ
し
て
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ　

Ｂ
Ａ

Ｃ
Ｋ
の
計
４
団
体
。
そ
れ
ぞ
れ
の

演
奏
曲
目
を
披
露
し
、
最
後
は
合

同
演
奏
を
実
施
。
会
場
と
出
演
者

が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
た
コ

威
風
堂
々
、
火
消
し
の
心
意
気

響
け
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
の
魅
力

ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
の
こ
ろ
か
ら
【
Ｔ
Ｕ

Ｒ
Ｎ　

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ
】
に
加
入
し
て

い
る
大
村
育
美
さ
ん
（
24
）
は
、

「
マ
ー
チ
ン
グ
の
魅
力
は
演
奏
を

し
な
が
ら
歩
い
た
り
小
道
具
を

使
っ
て
曲
の
世
界
観
を
表
現
し
て

い
く
こ
と
。
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
は
町
民
の
方
々
に
そ
ん
な

マ
ー
チ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
貴
重
な
コ
ン
サ
ー
ト
。
小
中
学

生
の
み
ん
な
と
合
同
演
奏
を
し

て
、
改
め
て
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
で
き
る
素
敵
な
機
会
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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№ 248

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
�

　

浅
水
の
リ
ン
ゴ
市
場
」

町 の 人 口
（前月対比）（前月出生数）

男 8,642 人 （－ 10） 3人

女 9,321 人 （－ 5） 3人

総人口 17,963 人 （－ 15）

世帯数 7,046 世帯（－ 2）

平成 29年 3月 1日現在

【
浅
水
の
リ
ン
ゴ
市
場
】

　

奥
州
街
道
宿
場
の
浅
水
は
三
戸

と
五
戸
の
中
間
に
あ
る
谷
間
の
宿

場
町
で
あ
る
。

　

養
蚕
か
ら
リ
ン
ゴ
の
生
産
を
続

け
、
自
給
自
足
の
生
活
を
続
け
て

い
た
農
家
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
紅
玉
の
出
荷
を
近
く
の
市
場

に
出
荷
し
て
い
た
。
昭
和
24
年
秋

に
は
生
産
者
の
協
力
に
よ
り
、
市

場
を
毎
週
開
設
し
て
賑
わ
い
を
見

せ
て
い
た
。
昭
和
11
年
か
ら
県

外
出
荷
の
共
済
制
度
を
作
っ
た
。 

昭
和
17
年
ま
で
続
い
た
が
、
戦
時

中
は
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

　

昭
和
24
年
に
は
約
８
年
ぶ
り
に

市
場
を
開
設
。
２
階
建
て
の
事
務

所
を
設
け
て
青
果
組
合
を
組
織
し

た
ほ
か
組
合
員
１
５
０
人
が
リ
ン

ゴ
貯
金
に
加
入
、
他
町
村
の
視
察

な
ど
を
行
っ
た
。
中
で
も
昭
和
27

年
秋
に
開
催
さ
れ
た
東
京
神
田
市

場
内
の
全
国
リ
ン
ゴ
品
評
会
で
、

浅
水
出
品
の
紅
玉
が
農
林
大
臣
賞

と
な
っ
た
。
続
く
昭
和
28
年
に
は

リ
ン
ゴ
貯
金
が
３
５
０
万
円
に
達

し
大
蔵
大
臣
賞
を
受
賞
。
組
合
員

は
大
き
な
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に

大
い
に
驚
く
と
と
も
に
大
変
喜
ん

だ
。

■
上
市
川
歌
謡
愛
好
会
（
田
代
耕

次
会
長
）
よ
り
、
人
材
育
成
基
金

と
し
て
寄
附

　

人
材
育
成
基
金
と
し
て
、
５
万

円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
プ
ル
タ
ブ
の
会（
三
浦
ゑ
み
代
表
）

が
車
い
す
３
台
総
合
病
院
に
寄
贈

　

プ
ル
タ
ブ
45
～
47
号
の
車
い
す

３
台
が
五
戸
総
合
病
院
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

■
小
泉
美
代
治
さ
ん
よ
り
畜
産
振

興
基
金
（
牛
肥
育
な
ど
）
と
し
て

　

５
０
０
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昭
和
31
年
の
創
立
30
周
年

記
念
式
典
に
は
、
物
故
者
の
慰
霊

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三　

浦　

榮　

一

【
写
真
】（
昭
和
26
～
27
年
ご
ろ
）

浅
水
の
セ
リ
市
風
景

祭
、
役
職
員
の
表
彰
を
行
い
先
覚

者
の
労
を
偲
ん
だ
。

　

視
察
旅
行
や
座
談
会
等
を
開

き
組
合
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
、
昭
和
33
年
度
に
は
出

荷
数
が
13
万
箱
、
売
り
上
げ
は

６
７
０
０
万
円
に
も
上
っ
た
。

　

し
か
し
昭
和
35
年
４
月
２
日
、

組
合
の
リ
ー
ダ
ー
と
評
さ
れ
た
坂

本
正
夫
組
合
長
が
急
死
。
関
係
者

の
悲
し
み
は
大
き
か
っ
た
。
組
合

長
は
村
議
や
22
代
浅
田
村
長
を
は

じ
め
、
同
農
協
組
合
長
、
県
議
会

議
員
、
県
教
育
委
員
、
五
戸
・
川

内
・
浅
田
合
併
後
の
五
戸
町
助
役

を
歴
任
し
て
い
る
。（
創
立
50
周

年
記
念
事
業
と
し
て
リ
ン
ゴ
倉
庫

前
に
昭
和
48
年
６
月
21
日
、
坂
本

組
合
長
の
胸
像
を
建
て
そ
の
除
幕

式
が
組
合
員
、
郡
下
の
市
町
村
長

３
０
０
人
出
席
の
も
と
に
行
わ
れ

先
覚
者
の
歩
み
を
後
世
に
伝
え
て

い
る
。）
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春の火災予防運動
実施期間　　平成 29 年４月 10 日（月）～４月 16 日（日）

統一標語　　「消しましょう　その火その時　その場所で」

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一層の普及を図り、火災の
発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的に実施されます。
　火災のほとんどは、「チョット」した不注意から発生しています。
　住民一人ひとりが防火に関心を持ち、次の 7 つのポイントに気を付けて火災のない町にしましょう。

【住宅防火　いのちを守る　7つのポイント】
～　3 つの習慣 4 つの対策　～

問五戸消防署　☎ 62 － 3140

■ 3 つの習慣

　○寝たばこは、絶対やめる。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する｡
　○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
■ 4 つの対策

　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する｡
　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

道路の拡幅工事のため交通規制（通行止め）
を実施します
１．交通規制（通行止め）を行う箇所
　県道苫米地兎内線（南部町大字苫米地地内）

２．交通規制（通行止め）を行う期間
　平成 29 年 3 月 26 日～平成 29 年 9 月 30 日（予定）

３．交通規制（通行止め）期間中の迂回路
　町道苫米地・高橋線～ 町道高橋・麦沢線～ 町道天魔平線
　※バーデハウスまでは通行可能
問三八地域県民局地域整備部道路施設課（整備担当）

　松橋・鳥谷部
☎ 0178 － 27 － 5399



7 広報ごのへまち・2017-03

救急病院 6 月 1 日より、受付時間が変わります。受付時間 7：30 ～ 11：00

内科・外科・産婦人科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。敷 地 内
全 面 禁 煙

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
企
画
振
興
課
広
報
係
へ
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

<

俳
句>

寒
暖
の
綱
引
き
や
が
て
光
る
春

大
久
保
あ
さ（
菖
蒲
川
）

<

川
柳>

人
の
恩
ど
っ
さ
り
受
け
て
世
を
渡
り

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

頑
張
れ
と
自
分
を
叱
咤
し
て
歩
く

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

剪
定
を
始
め
て
年
の
計
決
ま
る

本
田
昭
雄（
又

重
）

<

短
歌>

東こ

ち風
吹
い
て
雪
解
け
の
水
タ
・
タ
・
タ
・
タ
・
と

　

流
る
る
音
し
て
春
は
立
ち
く
る

畑
山　

房
子（
中

市
）

難
多
き
登
れ
る
坂
を
見
つ
け
た
り

　

あ
と
幾
坂
越
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か

藤
村
　
ナ
ヲ（
鍜
冶
屋
窪
）

雪
か
き
や
卒
寿
の
吾
に
重
労
働

　

気
持
ち
の
さ
そ
い
に
の
れ
ぬ
体
は

田
代
十
志
男（
上
市
川
）

軒
下
で
今
年
も
見
れ
た
福
寿
草

　

黄
色
の
花
に
見
蕩
れ
て
う
れ
し

橘　

ミ
ネ
子（
北
市
川
）

如
月
の
日
ざ
し
温
と
き
木
に
騒
ぐ

　

ふ
く
ら
雀
ら
楽
し
き
集
い

遠
藤
加
奈
子（
博
労
町
）

墓
参
り
春
に
は
孫
も
中
学
生
手
を
合
わ
せ

　

父
母
に
話
り
し
今
は
帰
ら
ぬ
黄
泉
の
旅

種
市　

京
子（
扇

田
）

※
広
報
４
月
号
に
掲
載
し
た
際
、
句
を
誤
り
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
致
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

や
あ
春
だ
心
も
躍
る
ら
ん
ら
ら
ん

藤
田
雪
魚（
川
原
町
）

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 29 年 4 月 1 日現在

救急指定病院
問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○ ○ ○

安 藤 敏 典 院 長 ○
新 井 田 修 久 院 長 代 理 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○午後消化器検査
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○
佐 藤 和 則 科 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ９：００～消化器検査 ○
八戸市民病院 救命救急センター ○ ※第 4 のみ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ９：００～消化器検査

【糖尿病外来】崎 原　 哲 労 災 病 院 ○ 4/1 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 4/7・21 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東北大学教授 ○ 4/19 予約制 ○ 4/7・14・28 予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○ ○

【 泌 尿 器 科 】応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 4/7・14・21・28
産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○予約制（妊婦のみ）

応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 4/7・21予約制（妊婦のみ）
小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 4/6・20  9:30 ～
整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○

応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 4/1・15
脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 4/1・15
皮 膚 科 応 援 医 師 東 北 大 学 ○９：００～ ○９：００～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…【受付時間】7:30 ～ 11:30
○耳鼻いんこう科（火曜日・木曜日）………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○第１・３・５土曜日（初診・再診）………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○糖尿病外来（第１土曜日）…………………【受付時間】7:30 ～ 10:00
○糖尿病外来（第１・3 金曜日）……………【受付時間】7:30 ～ 14:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

※ただし急患はこの限りではありません。
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情報ステーション

　

町
で
は
、
優
れ
た
国
際
感
覚
を

持
つ
人
材
を
育
て
る
た
め
、
国
際

青
少
年
研
修
協
会
が
実
施
す
る
高

校
生
を
対
象
と
し
た
冬
休
み
向
け

海
外
研
修
事
業
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
海
外
研
修
先

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

■
日
程

　

７
月
26
日
～
８
月
16
日

　

８
日
間
～
18
日
間

■
参
加
費

　

31
万
８
千
円
～
63
万
８
千
円

※
日
程
、
参
加
費
は
コ
ー
ス
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生

■
補
助
限
度
額

　

参
加
費
の
半
額（
上
限
25
万
円
）

※
補
助
金
は
、
協
会
へ
の
参
加
料

納
付
前
に
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
申
込
方
法

　

５
月
12
日
ま
で
に
申
請
書
等
を

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
で
決
定
し
た
高
校
生

６
名
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
書
等
は
、
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

▽
研
修
事
業
内
容
・
申
込
み

問
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
03

－

６
４
１
７

－

９
７
２
１

URLhttp://w
w

w
.kskk.or.jp/

▽
支
援
事
業
内
容
・
申
込
み

問
役
場
教
育
委
員
会
教
育
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
５
１
６

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
ほ
か
の
健
康
保

険
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）
に

加
入
し
た
と
き
に
は
、
国
民
健
康

保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

で
継
続
す
る
人
、
別
の
健
康
保
険

で
継
続
す
る
人
は
不
要
）。

　

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
、

加
入
す
る
と
い
っ
た
理
由
が
生
じ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
住
民
課

ま
た
は
川
内
・
浅
田
・
倉
石
の
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

①
国
民
健
康
保
険
証
（
人
数
分
）

②
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
の

保
険
証
（
人
数
分
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
分
か
る
も
の

④
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

⑤
印
鑑

※
脱
退
す
る
手
続
き
が
遅
れ
、
国

民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療

を
受
け
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
で
負
担
し
た
医
療
費
は
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

①
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
の
資
格

喪
失
証
明
書

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

が
分
か
る
も
の

③
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
な
ど
）

④
印
鑑

※
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場

合
、
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
理
由
の
生
じ
た

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
役
場
住
民
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
１
５

　

４
月
３
日
（
月
）
よ
り
五
戸
総

合
病
院
の
外
科
外
来
に
て
「
褥

じ
ょ
く
そ
う瘡

（
床
ず
れ
）
ケ
ア
・
ス
ト
ー
マ
（
人

工
肛
門
）
ケ
ア
」
な
ど
に
関
す
る

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
外
来
診
療
を
開

始
致
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る

環
境
で
医
師
と
と
も
に
専
門
資
格

を
持
っ
た
看
護
師
が
対
応
致
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
電
話
等
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
時
間
帯
等

　

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
日
除
く
）

　

13
時
～
17
時
ま
で

■
受
付
方
法

　

予
約
制
（
電
話
可
）

■
診
療
日

　

毎
週
月
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時
ま
で

問
五
戸
総
合
病
院　

外
科
外
来

☎
61

－

１
２
０
０　

内
線
２
３
０

お

知
ら
せ

～
海
外
に
興
味
の
あ
る
高
校
生
を
支
援
～

海
外
研
修
支
援
事
業
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
・

ス

ト

ー

マ 

外
来
開
始
に
つ
い
て

県税の口座振替のお願い
　県の税金の納付は、便利で、安全・確実な口座振替をご利用ください。
　口座振替を利用できる県税は、自動車税、個人事業税、法人県民税・法人
事業税・地方法人特別税、軽油引取税です。納税義務者本人の通帳と預金届
出印を持参のうえ、最寄りの取扱金融機関又は県税部の窓口に備え付けの申
込用紙によりお手続きできます。
　なお、平成 29 年度分の申込期限は、4 月 28 日です。お早めにお申し込み
ください。
　取扱金融機関は、県内に本支店がある地方銀行、信用金庫、信用組合、労
働金庫、農協、漁協等です。（県外本店の金融機関は県内支店に限られます。）

問三八地域県民局県税部　納税管理課　☎ 27 － 5111 内線 211・327・357

農地の買い手募集
①大字切谷内字佐野前谷地 16 － 1 田 1,748㎡

※買い手には、農業経営面積等の条件
　（あっせん基準）があります。
■申込期限　平成 29 年 4 月 14 日（金）
問農業委員会事務局　☎ 62 － 2111 内線 273
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給
付
金
の
対
象
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
お
知
ら
せ
と
申
請

書
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。
対
象
に

な
る
方
で
も
、
受
付
期
間
内
に
申

請
が
な
け
れ
ば
給
付
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
忘
れ
ず
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

５
月
１
日
（
月
）
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

※
発
送
し
た
申
請
書
類
等
の
一
部

が
配
達
で
き
ず
に
戻
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
申
請
書
類
が
届
い

て
い
な
い
方
で
も
、
対
象
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
給
付
金
の
対
象
要
件
や
支
給

額
、
必
要
書
類
な
ど
、
詳
し
く

は
「
広
報
ご
の
へ
ま
ち　

１
月

号
」「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
保
健
課　

福
祉
班　

☎
62

－
２
１
１
１

内
線
１
３
６
～
１
３
９

　

小
渡
平
公
園
の
剪
定
し
た
桜
の

枝
を
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
倉
石
支
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
配
布
す
る
枝
は
、
枯
枝
や
病
気

の
枝
を
剪
定
し
た
も
の
で
、
必
ず

花
が
咲
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

▽
作
業
状
況
や
天
候
に
よ
り
準
備

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
目
的
で
の
持
ち
帰
り
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

※
剪
定
作
業
中
は
高
所
か
ら
枝
の

落
下
が
あ
る
な
ど
、
大
変
危
険

で
す
の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
倉
石
支
所

☎
62

－

７
９
６
８

お

知
ら
せ

「
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対

策
分
）」
申
請
を
受
付
中
で
す

小
渡
平
公
園
の
桜
の
剪
定

枝
を
無
料
配
布
し
ま
す

1000 万人の保険　小さな掛け金・大きな補償

スポーツ安全保険に加入しませんか？
スポーツ・文化・ボランティア活動など幅広く適用されます。
☆４名以上の団体でご加入ください☆
対象となる事故 ●団体活動中の事故　●往復中の事故（自動車事故による賠償責任は適用外）
補 償 内 容 傷害保険（通院、入院、後遺障害、死亡）・賠償責任保険・突然死葬祭費用保険
加 入 受 付 期 間 平成 29 年３月１日から翌平成 30 年３月 30 日
保 険 期 間 平成 29 年４月１日午前０時から平成 30 年３月 31 日午後 12 時までです。
掛 金 １人年額 800 円～ 11,000 円（団体の活動内容・年齢などによって異なります。）

スポーツ安全協会青森県支部
〒 038 − 0021　青森市安田近野 234 －７　（公財）青森県体育協会内
☎ 017 − 782 − 6984（電話受付時間は平日午前９時から午後５時まで）
※詳しくは、ホームページをご覧ください。http://www.sportsanzen.org

　　　乳 幼 児 等 医 療 費 助 成
　　　ひとり親家庭等医療費助成　を受けている方へ
　　　重度心身障害者医療費助成
　学校管理下（登下校、部活動での練習試合等含む）でのお子さんの怪我は、日本スポーツ振興センターの災
害共済給付の対象となり、町医療費助成制度（乳幼児等医療費助成、ひとり親家庭等医療費助成、重度心身障
害者医療費助成）の対象とはなりません。
　学校管理下での怪我により受診する際は、医療機関の窓口で町医療費助成制度の受給資格証を提示せず、いっ
たん支払いをしてください。支払った医療費分は、後日災害共済給付金として請求できます。
　災害共済給付に該当する場合で受給資格証を使用し、医療費の給付を受けた場合は、町に全額返還していた
だくことになりますのでご注意ください。
※不明な点は下記までお問い合わせください。

問役場福祉保健課　☎ 62 － 2111（内線 132、138、139）
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五戸町賃借料情報
　平成 28 年１月から平成 28 年 12 月までに締結（公
告）された賃貸借における賃借料水準（10a 当たり）は、
以下のとおりとなっております。

平成 29 年 3 月 3 日
五戸町農業委員会

【水田（基盤整備）】
締 結（ 公 告 ）
された地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

五 戸 町 全 域 7,700 円 12,400 円 2,400 円 490

【水田】
締 結（ 公 告 ）
された地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

五 戸 町 全 域 7,500 円 10,500 円 4,000 円 18

【普通畑】
締 結（ 公 告 ）
された地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

五 戸 町 全 域 13,000 円 20,000 円 5,800 円 86

※金額は、算出結果を四捨五入し 100 円単位としている。

問農業委員会事務局　☎ 62 － 2111 内線 272・273

平成 29 年度五戸町農作業標準賃金表
　

種目 基準
単位

賃金
（円） 種目 基準

単位
賃金

（円）

水
田

畦塗り（機械） 1m 30

畑

耕起（機械） 10a 4,000
耕　起（機械） 10a 4,000 長芋掘り（人手） 8 時間 5,800
代かき（機械） 10a 5,000 トレンチャー 1m 35
田
植

人手 8 時間 5,800 葉たばこ 8 時間 5,800
機械 10a 5,000 にんにく（人手） 8 時間 5,800

除草 8 時間 5,800 一般作業 8 時間 5,800

刈
取

人手 8 時間 5,800

果
樹

せ ん 定 8 時間 8,000
バインダー

（ひも除き） 10a 5,000 摘果・袋かけ 8 時間 5,800

脱
穀

人手 8 時間 5,800 除袋・葉つみ 8 時間 5,800
機械 10a 5,000 収穫 8 時間 5,800

コンバイン

10a
（結束付）12,000

参
考 堆肥散布機 10a

（積込み含む） 5,00010a
（結束無）11,000

摘
要

・この標準賃金は、20 歳以上 70 歳までを基準とする。
・男女同額とする。　　・賄いなし

※本表はごく普通の農地についての賃金ですので、地域・その他実情等を
考慮し、この額を基準として両者で協議のうえ決めてください。

問農業委員会事務局　☎ 62 － 2111 内線 272・273

平成２9年度　移動図書館巡回日

巡回場所 貸出予定時間 巡回日（毎月第２木曜日）

石呑 佐々木理容店前 9：00 ～　9：30
４月１3 日・　８月 10 日・１２月　7 日
５月１1 日・　９月 14 日・　１月１1 日
６月　8 日・１０月１2 日・　２月　8 日
７月　6 日・１１月　9 日・　３月　8 日

＊７月と 12 月は第１木曜日です。

上市川 上市川屯所前 9：40 ～ 10：10

浅水 浅田支所前 10：30 ～ 10：45

ひばり野 ふれあい市ごのへ 11：00 ～ 11：20

中市 倉石支所前 11：30 ～ 11：45

問五戸町図書館　☎ 61 － 1040

　図書館が遠くて利用できない方々のために、本を車に積んで各地域を回り、
貸出しを行っています。
　ご利用は一人１０冊まで、期間は次の巡回日までです。
　巡回日、巡回地域は次のとおりです。

平成２９年度　移動図書館のお知らせ

おはなし会のご案内
　毎月第２土曜日、小学生までを対象として開催している「おはなし会」
の曜日と時間が次のように変更になります。　
　（４月より）
　　　毎月第２日曜日　１０：３０から
　　　※４月の開催日は９日になります。

　内容は絵本や紙芝居の読み聞かせ、かんたん工作などです。
　参加は無料ですので、ご家族、お友達と一緒に遊びに来てください。

問五戸町図書館　☎ 61 － 1040

特別おはなし会のお知らせ

語り：佐々木和子さん（八戸童話会）
○日時：４月２日（日）　14：00 ～ 14：30
○場所：図書館児童コーナー
○内容：紙芝居、パネルシアター、むかしばなしなど

　五戸おとぎ会　佐々木和子氏による読み聞かせです。
　子どもから大人までどなたでも楽しめます。

問五戸町図書館　☎ 61 － 1040
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【今月のおすすめ】
騎士団長殺し　第１部・第２部

（村上春樹 / 著　新潮社）
私は狭い谷間の入り口近くの、山の上に住
んでいた。夏には谷の奥の方でひっきりな
しに雨が降ったが、谷の外側はだいたい晴
れていた。それは孤独で静謐な日々である
はずだった。騎士団長が顕れるまでは…。

がっこうだってどきどきしてる
（アダム・レックス / 文　クリスチャン・ロビンソン／絵　WAVE 出版）
はじめての教室、はじめての先生、はじめ
てのクラスメート。学校だってどきどきし
てるって、知っていた ? ぴかぴかの新しい
学校といっしょに、どきどきして、切なく
なって、笑える絵本。

■一般　■ヤングアダルト
情報セキュリティの基礎知識 （中村行宏他）
楽しいねんきん暮らし （宝島社）
使い捨てカイロで体をあたためるすごい！健康法 （松原英多）
体の中からきれいになれる保存食と発酵食（主婦の友社）
プチ盆栽　 （小林健二）
ユーミンとフランスの秘密の関係 （松任谷由実）
東京クルージング （伊集院静）
スイミングスクール （高橋弘希）
毎日っていいな （吉本ばなな）
現役東大生が１日を５０円で売ってみたら（高野りょーすけ）

■児童
小学生になったらどうするんだっけ （辰巳渚）
これだけはしっておきたい日本地図 （稲葉茂勝）
想像力のスイッチを入れよう （下村健一）
里山のヤママユ （新開孝）
ワクワクお花屋さん気分 （今野政代）
とうちゃんとユーレイババちゃん （藤澤ともち）
いたずらこやぎと春まつり （松居スーザン）
ジェロニモとダ・ヴィンチュ・コードのなぞ（ジェロニモ・スティルトン）
げんきにおでかけ （五味太郎）
ボクにはたん生日が２回ある （小野寺美樹）

【五戸ちゃんねる】
～ 3 月の見どころ（予定）～

●五戸町議会第12回定例会（3月議会）
　平成 29 年 3 月 9 日（木）～
16 日（木）に行われた議会（一
般質問）の様子をお伝えします。
小学校の学級編成、五戸ちゃん
ねるの活用、乳幼児の医療費無
料化に関する所得制限について
の質疑が行われました。

●地域資源を活用し経営する！
　～地域から五戸町を再生させる処方箋～
　山田桂一郎氏　講演会

　 平 成 29 年 2 月 21 日（ 火 ）
に行われた地域活性化アドバイ
ザー山田桂一郎氏による講演会
の様子をお伝えします。地域が
活性化するためのヒントなどを
交え講演していただきました。

※ 3月 15日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、
番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　“五戸ちゃんねる”(11ch) は五戸ケーブ
ルテレビにご加入の全ての方々に無料で提
供しています。
　五戸ケーブルテレビは加入者全員から集
める利用料でその施設の維持管理を行って
おります。
　五戸ケーブルテレビの運営について、ご
理解とご協力をお願いします。
　なお、ケーブルテレビ利用料には NHK
受信料（地上契約または衛星契約）・BS
受信料等は含まれておりません。各自で受
信料の契約・お支払いをお願いいたします。

◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00

※４月から 11 月まで、平日の閉館時間が午後７時になります。
● 4 月の休館日　3 日、10 日、17 日、24 日、28 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【問合せ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

★4月休館日
　五戸ドーム：5 日、12 日、19 日、26 日
　倉石スポーツセンター：19 日

ごのへ★スポーツナビゲーション

競技（カテゴリー） 対　象 練習日 主な活動場所

サ
ッ
カ
ー

（キッズ） 年長～小３（男・女） 水曜日 18:00 ～ 19:30

ひばり野公園サッカー場（ガールズ）
小５～中３（女）
※高校生は要相談

水曜日 18:00 ～ 20:00
土曜日 15:00 ～ 17:00

（レディース） 一般（女） 水曜日 19:00 ～ 21:00

野　　球 年長～小学生（男・女） 土曜日  9:00 ～ 11:00 五戸ドーム

バスケットボール 小・中学生（男・女） 日曜日  9:00 ～ 12:00 倉石スポーツセンター

ソフトテニス 全般（男・女） 土曜日 13:00 ～ 15:00 ひばり野公園人工芝テニスコート

入会金 年会費
中学生以下 1,500 円

6,000 円高校生以上 2,500 円
ｻｯｶ （ーｶﾞｰﾙｽﾞ） 3,000 円

五戸町スポーツクラブ
－平成 29 年度 会員募集－

体験入会できます !!
「興味はあるけど続けれるか不安だ…。」そんな
方におススメなのが、体験入会制度 。興味のあ
る競技があったら、まずは実際に練習を体験し
てみよう !! 参加ご希望の方は、事務局（下記）
までお問合せください。

無料
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月 日 行事名 場所 納期

4

15日 五戸ごみ０運動 町内全域 軽
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29～５月7日 春季スポーツまつり ひばり野公園　ほか

23日 五戸地区消防連絡協議会観閲式 中央商店街通り・五戸小学校　ほか

5
５月～３月 リフレッシュ健康体操教室 町立公民館

全期 1 期
５月～３月 座ってらくらく体操教室 町立公民館

6
10・11日 三戸郡総合体育大会 主会場：新郷村

1 期
６月～９月 町長杯町民サッカー大会 ひばり野公園

7
23日 町民登山 秋田県　駒ケ岳

2 期 1 期 1 期 1 期
29・30日 青森県民体育大会 主会場：青森市

8
5日 ごのへ夏まつり ひばり野公園

2 期 2 期 1 期
16日 五戸町斎場納骨供養 五戸町斎場

9

1日～3日 五戸まつり 中心街

3 期 3 期 2 期 2 期

２日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

３日 青森県民駅伝競走大会 主会場：青森市

10日 キッズスポーツフェスティバル ひばり野公園

21日 五戸町戦没者追悼式 町立公民館

24日 町民運動会 ひばり野公園

10

8日 町長杯町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

3 期 4 期

上旬 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉祭 小渡平公園

未定 五戸町総合防災訓練 五戸地区

22日 町民歩こう会 赤沼～蔦温泉

10月～12月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

11

未定 五戸町自治会長会議 アピル五戸

4 期 5 期 3 期 3 期
３日～５日 五戸町産業と文化まつり 五戸ドーム・町立公民館

３日～５日 五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

19日 五戸馬鍋マラソン ひばり野公園

12
3日 五戸町交通安全母の会チャリティー大会 五戸町立公民館

4 期 6 期 2 期
17日 町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

1

４日 五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

7 期 4 期 4 期
７日 五戸町新春マラソン大会 ひばり野公園

７日 五戸町成人式 町立公民館

１月～３月 五戸ドームミニサッカー大会 五戸ドーム

2 未定 五戸町スキー・スノーボード教室 未定 8 期

3 4日 五戸町消防団初午 中央商店街通り　ほか

※日程は変更になることがあります。詳細については広報・回覧等をご確認ください。

保存版 平 成 29 年 度 年 間 行 事 予 定
五戸まつり 夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 五戸町消防団初午



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

日 記念日等 行事等

17 月
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

18 火 発明の日

19 水 食育の日 3歳児健康診査（平成25年12月・平成26年1月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

20 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

21 金
● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館
● とことん元気教室（又重地区） 9：30 ～ 11：30 倉石温泉

6 か月児健康相談（平成 28 年 8・9 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

22 土 清掃デー ● 五戸春まつり 12：00 ～ 歴史みらいパーク芝生広場

23 日 ● 五戸地区消防連絡協議会観閲式 中央商店街通り・五戸小学校ほか

24 月
● Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

25 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館　児童室

26 水 4 か月児健康診査（平成 28 年 12 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

27 木
● 献血実施 9：30 ～ 11：30 薬王堂　五戸支店

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

28 金 象の日 ● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター

29 土 昭和の日

30 日

第 59 回こどもの読書週間　　4月 23 日～ 5月 12 日（休館日を除く）

「小さな本の大きなせかい」
○ときには本を置いて・・・
　「ようこそ、マンガ・アニメワールド！」
○図書館で、ウォーリーをさがせ！
○昨年度のベストリーダーを紹介　
○特別おはなし会　「箏と尺八と語り」
　５月７日（日）１３：００～１３：３０　エントランスホールにて
　箏：鈴木操良慈氏　　尺八：高橋巧山氏　　語り：櫻井潤子氏　　問図書館　　　　　　☎61－1040



このカレンダーは広報誌からはずしてご利用いただけます。

2 0 1 7 年

平成29年度
4 月

日 記念日等 行事等

1 土 県民交通安全の日
エイプリルフール

2 日 特別おはなし会 14：00 ～ 14：30 図書館

3 月 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

4 火 あんぱんの日 ● 人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

5 水 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

6 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

春
の
全
国
交
通
安
全
県
民
運
動

7 金 世界保健デー ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

8 土 タイヤの日

9 日 おはなし会 10：30 ～ 11：15 図書館

10 月 駅弁の日 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

春
の
火
災
予
防
運
動

11 火 ● 行政相談 9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

12 水 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

13 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回
● とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館
● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

14 金 ● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 町立公民館

15 土 高齢者交通安全の日 ● 五戸ごみ 0 運動 6：00 ～ 五戸町内全域

16 日

春の全国交通安全県民運動
4月 6日（木）～ 4月 15 日（土）

あなたも参加　わたしもやります　“交通安全”

運動の基本　子供と高齢者の交通事故防止
運
動
の
重
点

１．夕暮れ時・夜間の交通事故防止
２．全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
３．飲酒・暴走運転の根絶



2 0 1 7 年

平成29年度
5 月

月　間　メ　モ
12 日　昭和ノスタルジアコンサート（町立公民館）

日 記念日等 行事等

1 月 県民交通安全の日 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

2 火

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日 特別おはなし会 13：00 ～ 13：30 図書館

8 月 世界赤十字デー
● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室
四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

9 火 アイスクリームの日 ● 行政相談 9：00 ～ 12：00
倉石コミュニティセン
ター

10 水 1歳6か月児健康診査（平成27年10・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

11 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

12 金 看護の日
● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館

10 か月児健康相談（平成 28 年 6・7 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター
● 昭和ノスタルジアコンサート 18：30 開場 町立公民館

13 土

14 日

15 月 高齢者交通安全の日 ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

16 火 旅の日


